
学校整理番号 （１００３ ） 

２０２６年度 

高等教育の修学支援新制度 

機関要件確認提出票 

千 葉 県 

専 修 学 校 用 

◎ 提出書類一式の一番上にこの表紙を付けてください。提出書類一式は１セット御提出

ください。 

◎ 提出書類はＡ４片面印刷とし、ステイプラーで綴じたり、穴を開けてまとめたりせ

ず、クリップ等でまとめて御提出ください。 

◎ ただし、学則、財務諸表等は、適宜Ａ４両面印刷としてください。 

◎ また、学則、財務諸表等、セットの書類ごとにクリップ等でまとめてください。 

◎ 表紙の右上の括弧内に別添「千葉県私立専修学校整理番号２０２６」に記載の整理番

号を御記入ください。また、全ての提出書類の右上に同様に整理番号を御記入くださ

い。（手書き可） 

◎ シラバスは令和８年度から提出が不要です。（新設校のみ提出が必要） 

学 校 名 
成田航空ビジネス専門学校 

法人等名 翔陽学園 

法人等類型 準学校法人 



学校整理番号 （１００３） 

提出書類一覧 1 ／ 2 

機関要件確認提出書類一覧 

表紙の諸注意を必ず確認し、提出書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これらの書類を添付してください。

（設置者の法⼈等類型ごとに添付する資料が異なることに御注意ください。） 

☑ ２０２６年度高等教育の修学支援新制度機関要件確認提出票（表紙） 

☑ 機関要件確認提出書類一覧（本紙） 

☑ 様式第１号 

☑ 様式第２号の１－② 【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

☑ 様式第２号の２－① 【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

（学校法人、準学校法人） 

様式第２号の２－② 【⑵-②外部の意見を反映する組織への外部人材の複数配置】 

（公益財団法人、公益社団法人、医療法人、社会福祉法人、独立行政法人、個人） 

☑ 様式第２号の３ 【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

☑ 様式第２号の４－② 【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 

☑ 様式第２号の４－２（別紙） （更新申請のみ） 

☑ 経営要件を満たすことを示す資料 

☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 

☑ 実務経験教員による科目の確認表 

☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表≪省令で定める単位数等の基準数相当分≫ 

☑ 担当教員等の実務経験の有無を明示した教育課程表 

□ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）≪省令で定める単位数等の基準数相当分≫（新設校のみ）

□ シラバス（新設校のみ）



学校整理番号 （１００３） 

提出書類一覧 2 ／ 2 

☑ 大学等の設置者の理事（役員）名簿 

（学校法人、準学校法人） 

大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織に関する規程とその構成員の名簿 

（公益財団法人、公益社団法人、医療法人、社会福祉法人、独立行政法人、個人） 

☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 

☑ 学則（教育課程表の添付） 

☑ 貸借対照表 

☑ 事業活動収支計算書 （学校法人） 

正味財産増減計算書 （一般社団・財団法人、公益社団・財団法人） 

法人単位事業活動計算書 （社会福祉法人） 

損益計算書 （医療法人、個人事業主、その他法人） 

→ □ ２０２３年度 □ ２０２４年度 □ ２０２５年度

☑ 学校実態調査 

・３．定員・在籍数等 → ☑ ２０２４年度 ☑ ２０２５年度 ☑ ２０２６年度 

・４．県内外学生数 → ☑ ２０２６年度 

・７．入学時等納付金 → ☑ ２０２６年度 

☑ 法人実態調査（２０２６年度） （学校法人、準学校法人） 

・法―１．役員・評議員定数、役員名簿 



様式第１号 

2026 年 6 月 30 日 

千葉県知事 熊谷 俊人 殿 

〔設置者の名称〕 学校法人翔陽学園 

〔代表者の役職〕 理事長 松永 弥生 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

○申請者に関する情報

大学等の名称 成田航空ビジネス専門学校 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 千葉県成田市公津の杜２丁目２８番地４ 

学長又は校長の氏名 山村 毅 

設置者の名称 学校法人翔陽学園 

設置者の主たる事務所の所在地 千葉県成田市公津の杜２丁目２８番地４ 

設置者の代表者の氏名 松永 弥生 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス https://abc-narita.ac.jp/ 

※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 

□ 確認申請

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確認申

請書を提出します。 

☑ 更新確認申請書の提出 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更新確

認申請書を提出します。 

※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 

☑ 確認を受けた大学等は、大学等修学支援法に基づき、基準を満たす学生等を

減免対象者として認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があること

を承知しています。 

☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 



☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 

☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

○各様式の担当者名と連絡先一覧
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 事務局 大野広一 0476-27-2500 ohno@abc-narita.ac.jp 

第２号の１ 教務部 森田誠一 0476-27-2500 morita@abc-narita.ac.jp

第２号の２ 事務局 大野広一 0476-27-2500 ohno@abc-narita.ac.jp 

第２号の３ 教務部 森田誠一 0476-27-2500 morita@abc-narita.ac.jp

第２号の４ 事務局 大野広一 0476-27-2500 ohno@abc-narita.ac.jp 

○添付書類

※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 

「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 

☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 

☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 

「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 

☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 

「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 

「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 

☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 

その他 

☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 

☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 

















（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

人 人

区分外（多子世帯） 人 人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

人（　　　）人

人（　　　）人

― ―

内
訳

第Ⅲ区分 ― ―

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

第Ⅱ区分

人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） H112310000564

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

16人（　　0）人

後半期

15人（　　0）人

―

人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

成田航空ビジネス専門学校

学校法人翔陽学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
16人（　　0）人

―第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

人 人 人

人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

人 人 人

人 人

人 人 人

退学 人

３月以上の停学 人

年間計 人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

人 人 人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 人

年間計 人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

人 人 人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 人 人



（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料

学校コード H112310000564 学校名 成田航空ビジネス専門学校

設置者名

Ⅰ．①直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況

経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B)

申請前年度の決算 202,894,368円 195,789,423円 7,104,945円

申請２年度前の決算 160,749,586円 174,223,521円 -13,473,935円

申請３年度前の決算 187,907,882円 181,907,530円 6,000,352円

Ⅰ．②直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況

運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D)

申請前年度の決算 71,535,696円 36,818,029円 34,717,667円

Ⅱ．申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況

収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率(F)/(E)

今年度（申請年度） 200人 129人 64%

前年度 200人 113人 56%

前々年度 200人 99人 49%

（Ａ）又は（Ｂ）のいずれかを記載

・申請校の直近の進学・就職率の状況（Ａ）学校基本統計を利用する場合

卒業者数(G) 進学者数＋就職者数(H) 進学・就職率(H)/(G)

申請前年度の状況 41人 41人 100%

・申請校の直近の進学・就職率の状況（Ｂ）学校基本統計を利用しない場合

進学希望者＋就職希望者(I) 進学者数＋就職者数(J) 進学・就職率(J)/(I)

申請前年度の状況 #DIV/0!

（Ⅰ．②の補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧

○「運用資産」に計上した勘定科目

勘定科目の名称 申請前年度の決算における金額

円

円

円

○「外部負債」に計上した勘定科目

勘定科目の名称 申請前年度の決算における金額

円

円

円

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

負債の内容

翔陽学園

資産の内容

大学・短期大学・高等専門学校で、Ⅱ．申請校の直近３年度の全ての収容定員充足率が８割未満の場合

申請前年度に当該学校を卒業した者について、今年度（申請年度）５月１日時点の状況について



学校整理番号 （ １００３ ） 

実務経験教員科目一覧 1 

実務経験教員による科目の確認表 

・様式第２号の１−②に計上した学科の順に表を作成してください。 
・当該確認表により、実務経験のある教員等による授業科⽬を確認します。省令で定める基準単位数⼜は授業時数と同数以上の科⽬を選び記載 

ください。 
・「実務経験のある教員等による授業科⽬の⼀覧表≪省令で定める単位数等の基準数相当分≫」及び「実務経験のある教員等による授業科⽬の授業 

計画書（シラバス）≪省令で定める単位数等の基準数相当分≫」と計上する科⽬等を⼀致させてください。 

学科名／昼夜 エアラインビジネス科 昼 

科目名 単位数又は授業時数 担当教員名 実務経験の概要 備考 

エアカーゴビジネス研究講座Ⅰ 4 単位 

濱野秀之 

エールフランス日本支社 

(成田空港支店) 

・貨物課(1978～1989 年) 

・旅客課、支店長代理(1989～2000 年) 

・貨物部長

・航空貨物業務担当、航空貨物業務管理 

・旅客業務 

・グランドハンドリング業務 

・航空機運行業務 

・空港業務全体管理、統括
エアカーゴビジネス研究講座Ⅱ 2 単位 

航空観光概論Ⅰ 2 単位 山村毅 

日本航空株式会社 

・韓国地区支店長(2006～2009) 

・株式会社ジェイエア社長(2009～2013) 

・執行役員貨物郵便本部長(2013～2017) 

・福岡空港ビルディング㈱専務取締役 

・経営企画 

・人事/労務部 

・総括管理/地区代表 

・安全統括管理者 

学科計 8 単位 



実務経験のある教員等による授業科目の一覧表≪省令で定める単位数等の基準数相当分≫ 

科目名 授業概要 単位数 履修時期 担当講師名 実務経験

エアカーゴビジネス研究講座Ⅰ 
国際航空貨物業、航空機地上支援サービス業、空港保

安業務の基礎知識を身につける。 
4 単位 1 年通年 濱野 秀幸 有 

エアガーゴビジネス研究講座Ⅱ 

エアカーゴビジネス研究講座Ⅰで学んだ基礎知識をふ

まえ、航空貨物業関連の実務について学び、周辺業務

について、より幅広い知識を身につける。 

2 単位 2 年前期 濱野 秀幸 有 

航空観光概論Ⅰ 

航空・観光についての概要を理解することを目的とし、

航空会社・航空機・空港および日本の観光に関する基

礎知識を身につける。 

2 単位 1 年前期 山村 毅 有 

計 8 単位



履修条件・備考 授業時数
取得

単位数

日本語表現 講義 （有） 68 4

基礎教養講座数学 演習 （有） 34 2

基礎教養講座社会 講義 無 34 2

基礎教養講座時事 講義 無 68 4

就活マナー 講義 有 34 2

就活研究セミナー 講義 （有） 68 4

航空・観光概論Ⅰ 講義 有 34 2

航空・観光概論Ⅱ 講義 有 34 2

社会人基礎力養成講座 講義 （有） 34 2

ビジネスマナー 講義 有 34 2

① エアカーゴビジネス研究講座Ⅰ 講義 有

② キャビンアテンダント研究講座Ⅰ 講義 有

③ グランドスタッフ研究講座Ⅰ 講義 有

④ ホテル研究講座Ⅰ 講義 有

⑤ グランドハンドリング研究講座Ⅰ 講義/演習 有 102 4

⑥ グランドハンドリング研究講座Ⅰ＋ 講義/演習 有 102 4

⑦ コミュニケーションスキル 講義 有 34 2

① エアカーゴビジネス研究講座Ⅱ 講義 有

② キャビンアテンダント研究講座Ⅱ 講義 有

③ グランドスタッフ研究講座Ⅱ 講義 有

④ ホテル研究講座Ⅱ 講義 有

⑤ グランドハンドリング研究講座Ⅱ 講義/演習 有 51 2

⑥ グランドハンドリング研究講座Ⅱ＋ 講義/演習 有 51 2

英語科目 ⑦ オーラルプレゼンテーション 演習 無 68 4

英検・TOEICセミナーⅠ
※「選択必修1」を「C」の組み合わせで選択し、英検3級以上を取得している場合のみ選択科
目。 演習 無 68 4

英検・TOEICセミナーⅡ
※「選択必修1」を「C」の組み合わせで選択し、英検3級以上を取得している場合のみ選択科
目。 演習 無 68 4

英語科目 ① 英検・TOEICセミナーⅢ 演習 無

専門科目 ② 社会人生活の基本Ⅰ 講義 （有）

英語科目 ① 英検・TOEICセミナーⅣ 演習 無

専門科目 ② 社会人生活の基本Ⅱ 講義 （有）

総合英語Ⅰ 講義 無 68 4

総合英語Ⅱ 講義 無 68 4

仕事の英会話
※「選択必修2」の研究講座Ⅱの選択に合わせた内容（「AC＆GH」、「CA」、「GS」、「HT」の4クラ
ス編成）で学習する。 演習 （有） 68 4

英語科目 ① 英会話Ⅰ 演習 無

② 中国語Ⅰ 演習 無

③ 韓国語Ⅰ 演習 無

④ 日本語Ⅰ 演習 無

英語科目 ① 英会話Ⅱ 演習 無 68 4

② 中国語Ⅱ 演習 無

③ 韓国語Ⅱ 演習 無

④ 日本語Ⅱ 演習 無

必修 情報処理実習基礎 演習 無 34 1

① 情報処理実習ⅠA 演習 無

② 情報処理実習ⅠB 演習 有

① 情報処理実習ⅡA 演習 無

② 情報処理実習ⅡB 演習 有

① 情報処理実習ⅢA 演習 無

② 情報処理実習ⅢB 演習 有

一般教養
科目

③ クロスカルチャー 講義 無

就業体験
科目

選択 就業体験

※「選択必修1」、「選択必修2」をいずれも「A」の組み合わせで選択した場合の授業時数。選択
必修の履修科目により、第１学年の最大授業時数は「527」、合計の最大授業時数は「935」。 ＊＊＊ ＊＊＊ 901

※(　　）は「必修（選択）」を選択しなかった場合の授業時数と取得単位数。
816
(680)

47
(39)

※「選択必修1」、「選択必修2」をいずれも「A」の組み合わせで選択した場合の授業時数と取得
単位数。
※［　］は「選択必修9」で③を選択した場合の取得単位数。

986
55

[56]

※「選択必修1」、「選択必修2」をいずれも「B」の組み合わせで選択した場合の授業時数と取得
単位数。
※［　］は「選択必修9」で③を選択した場合の取得単位数。

1020
53

[54]

※「選択必修1」を「C」、「選択必修2」を「B」の組み合わせで選択した場合の授業時数と取得単
位数。
※［　］は「選択必修9」で③を選択した場合の取得単位数。

1054
55

[56]

※「選択必修1」、「選択必修2」をいずれも「A」の組み合わせで選択した場合の授業時数と取得
単位数。
※［　］は「選択必修9」で③を選択した場合の取得単位数。

1802
102

[103]

※「選択必修1」、「選択必修2」をいずれも「B」の組み合わせで選択した場合の授業時数と取得
単位数。
※［　］は「選択必修9」で③を選択した場合の取得単位数。

1836
100

[101]

※「選択必修1」を「C」、「選択必修2」を「B」の組み合わせで選択した場合の授業時数と取得単
位数。
※［　］は「選択必修9」で③を選択した場合の取得単位数。
※(　　）は「必修（選択）」を選択しなかった場合の授業時数と取得単位数。

1870
(1734)

102
[103]
(95)

　　　　　　　教育課程表2026年度
成田航空ビジネス専門学校

2024/4/1

科目区分
必修・選択

の別
授業科目 授業種別

実務経験者
担当の有無

合  計

一般教養科
目

必修

専門科目

必修

選択必修1

※A、B、C、いずれかの組合せで 〈3科目〉 を選択する。
　A： ①～④から2科目を選択し、合わせて、⑦を選択する。
　　　3科目の年間授業時数の合計は「170」。
　B： ①～④から1科目を選択し、合わせて、⑤と⑦を選択する。
　　　3科目の年間授業時数の合計は「204」。
　C： ①⑤⑥を選択する。
　　　3科目の年間授業時数の合計は「272」。

68 4

68 4

選択必修2

※AまたはB、いずれかの組合せで 〈2科目〉 を選択する。
　A： ①～④から1科目と⑦を選択する。
　　　2科目の年間授業時数の合計は「102」。
　B： ⑤⑥を合わせて選択する。（加えて①も選択可）
　　　年間授業時数は「102」。

英語科目 必修（選択）

選択必修3

※①または②、いずれか〈1科目〉を選択する。
※次のいずれかに当てはまる場合は①を選択する。
・「選択必修2」を「A」の組合せで選択し、英検２級以上を取得していない場合。
・「選択必修2」を「B」の組合せで選択し、英検３級以上を取得していない場合。

68

2

68 4

34

外国語
科目

選択必修6

※①〜④から〈2科目〉を選択する。
※英語が母語でない場合は必ず「英会話Ⅱ」を選択し、自分の母語以外の科目からもう一つを
選択する。2科目の年間授業時数の合計は「204」、取得単位数は「12」
※英語が母語で「英会話Ⅱ」を選択しなかった場合の年間授業時数の合計は「272」、取得単位
数の合計は「16」。外国語

科目

4

英語科目 必修

選択必修5

※①〜④から〈2科目〉を選択する。
※英語が母語でない場合は必ず「英会話Ⅰ」を選択し、自分の母語以外の科目からもう一つを
選択する。

272 16

選択必修4

※①または②、いずれか〈１科目〉を選択する。
※次のいずれかに当てはまる場合は①を選択する。
・「選択必修2」を「A」の組合せで選択し、英検２級以上を取得していない場合。
・「選択必修2」を「B」の組合せで選択し、英検３級以上を取得していない場合。

136 8

1

選択必修8

※「選択必修2」を「B」の組み合わせで選択する場合は、①を選択。

34 1

選択必修7

※「選択必修1」を「C」の組み合わせで選択する場合は、①を選択。

卒業に必要な総授業時数/単位数

34
1

[2]

必修科目授業時数/単位数

選択必修科目授業時数/単位数

選択必修9

※「選択必修2」を「B」の組み合わせで選択する場合は、①または③を選択。
※③を選択した場合の単位数は「2」。

実習科目

34



成績評価における客観的な指標の算出⽅法

90点以上 = A+ (Grade Point 4.0)
80点以上 = A (Grade Point 3.0)
70点以上 = B (Grade Point 2.0)
60点以上 = C (Grade Point 1.0)
60点未満 = D ＊不合格 (Grade Point 0)

学科名
エアライン
ビジネス科

学年 1年 在籍学⽣数 62名

GPA
(指標の数値）

0.00〜0.99 1.00〜1.99 2.00〜2.99 3.00〜3.99 4.00

⼈数 0 13 24 25 0

学科名
エアライン
ビジネス科

学年 2年 在籍学⽣数 41名

GPA
(指標の数値）

0.00〜0.99 1.00〜1.99 2.00〜2.99 3.00〜3.99 4.00

⼈数 0 5 25 11 0

※2年は2025年度開始当初42名（退学：1名）

客観的な指標に基づく成績の分布状況を⽰す資料（2025年度）

各科⽬の評価は、定期試験、不定期に⾏われる⼩テスト・課題等の各評価、および、出席率（外国語
会話系および情報処理系科⽬は 30％、他は 20％）を点数化して総合し 100 点を満点とし、グレード
を以下の 5 段階に区分する。各科⽬のグレードは Grade Point に換算され、GPA を算出する。

各学年の成績分布状況

成績分布

下位1/4に該当する⼈数 15名

※1年は2025年度開始当初71名（退学：5名、休学：4名）

下位1/4に該当する指標の数値 2.04

成績分布

下位1/4に該当する⼈数 10名

下位1/4に該当する指標の数値 2.15



























３　定員・在籍数等
（単位：人） 

学校整理
番号

学校名 課程名 学科名

昼
夜
の
別

修業
年限

分野
入学
定員

２年
定員

３年
定員

４年
定員

総定
員

１年男
子在
籍

１年女
子在
籍

２年男
子在
籍

２年女
子在
籍

３年男
子在
籍

３年女
子在
籍

４年男
子在
籍

４年女
子在
籍

小
計
男
子

小
計
女
子

在
籍
合
計

4年度
卒業者
数男

4年度
卒業者
数女

関係分
野就職
者数男

関係分
野就職
者数女

その他
分野就
職者数

男

その他
分野就
職者数

女

8906 成田航空ビジネス 専門 エアラインビジネス科 昼 2 100 100 200 12 28 13 46 25 74 99 17 36 16 36

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 0 0 0 0

8906 成田航空ビジネス専門学校 合計 100 100 0 0 200 12 28 13 46 0 0 0 0 25 74 99 17 36 16 36 0 0

＊課程は「専門」「高等」「一般」のいずれかを入力する
＊修業年限は１年６か月ならば「１．5」と入力してください。

（記入上の注意）
１．生徒数は、令和６年５月１日現在在籍する生徒数を課程・学科・昼夜別に記入すること。（学校基本調査の数値と必ず一致すること。）
２．認可学科以外の附帯事業（別科として設けている基準に満たない学科）は、記入しないこと。
３．卒業者数は、令和５年度間（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）の卒業者数と、その内訳を関係分野に就職した者と関係分野以外に就職した者とに分けて記入すること。　
４．生徒募集を停止している学科がある場合は、当該学科の生徒数欄に「ｘ」を入力すること

専ｰ３



３　定員・在籍数等
（単位：人） 

学校整理
番号

学校名 課程名 学科名

昼
夜
の
別

修業
年限

分野
入学
定員

２年
定員

３年
定員

４年
定員

総定
員

１年
男子
在籍

１年
女子
在籍

２年
男子
在籍

２年
女子
在籍

３年
男子
在籍

３年
女子
在籍

４年
男子
在籍

４年
女子
在籍

小
計
男
子

小
計
女
子

在
籍
合
計

令和６
年度卒
業者数

男

令和６
年度卒
業者数

女

関係分
野就職
者数
男

関係分
野就職
者数
女

その他
分野就
職者数

男

その他
分野就
職者数

女

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 専門 エアラインビジネス科 昼 2 商業実務 100 100 200 21 50 12 30 33 80 113 13 46 13 46

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

合計 100 100 0 0 200 21 50 12 30 0 0 0 0 33 80 113 13 46 13 46 0 0

100 100 0 0 200 21 50 12 30 0 0 0 0 33 80 113 13 46 13 46 0 0
＊課程は「専門」「高等」「一般」のいずれかを入力する
＊修業年限は１年６か月ならば「１．5」と入力してください。

（記入上の注意）
１．生徒数は、令和７年５月１日現在在籍する生徒数を課程・学科・昼夜別に記入すること。（学校基本調査の数値と必ず一致すること。）
２．認可学科以外の附帯事業（別科として設けている基準に満たない学科）は、記入しないこと。
３．卒業者数は、令和６年度間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）の卒業者数と、その内訳を関係分野に就職した者と関係分野以外に就職した者とに分けて記入すること。
４．生徒募集を停止している学科がある場合は、当該学科の生徒数欄に「ｘ」を入力すること

専ｰ３



３　定員・在籍数等
（単位：人） 

学校整理
番号

学校名 課程名 学科名

昼
夜
の
別

修業
年限

分野
入学
定員

２年
定員

３年
定員

４年
定員

総定
員

１年
男子
在籍

１年
女子
在籍

２年
男子
在籍

２年
女子
在籍

３年
男子
在籍

３年
女子
在籍

４年
男子
在籍

４年
女子
在籍

小
計
男
子

小
計
女
子

在
籍
合
計

令和７
年度卒
業者数

男

令和７
年度卒
業者数

女

関係分
野就職
者数
男

関係分
野就職
者数
女

その他
分野就
職者数

男

その他
分野就
職者数

女

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 専門 エアラインビジネス科 昼 2 商業実務 100 100 200 27 40 19 43 46 83 129 11 30 11 28 2

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 0 0 0 0

合計 100 100 0 0 200 27 40 19 43 0 0 0 0 46 83 129 11 30 11 28 0 2

100 100 0 0 200 27 40 19 43 0 0 0 0 46 83 129 11 30 11 28 0 2
＊課程は「専門」「高等」「一般」のいずれかを入力する
＊修業年限は１年６か月ならば「１．5」と入力してください。

（記入上の注意）
１．生徒数は、令和８年５月１日現在在籍する生徒数を課程・学科・昼夜別に記入すること。（学校基本調査の数値と必ず一致すること。）
２．認可学科以外の附帯事業（別科として設けている基準に満たない学科）は、記入しないこと。
３．卒業者数は、令和６年度間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）の卒業者数と、その内訳を関係分野に就職した者と関係分野以外に就職した者とに分けて記入すること。
４．生徒募集を停止している学科がある場合は、当該学科の生徒数欄に「ｘ」を入力すること
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４　県内外等学生数
（単位：人）　

学校整理番号 学校名 課程 学科
県内外
等

１年男 １年女 ２年男 ２年女 ３年男 ３年女 ４年男 ４年女 合計

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 専門 エアラインビジネス科 内 23 30 53

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 専門 エアラインビジネス科 外 3 11 14

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 専門 エアラインビジネス科 内 14 25 39

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 専門 エアラインビジネス科 外 4 18 22

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 内 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 外 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 内 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 外 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 内 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 外 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 内 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 外 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 内 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 外 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 内 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 外 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 内 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 外 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 内 0
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803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 外 0

26 41 18 43 0 0 0 0 128

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 専門 エアラインビジネス科留学生 1 1

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

803 成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校 留学生 0

0 0 1 0 0 0 0 0 1

26 41 19 43 0 0 0 0 129

＊課程は「専門」「高等」「一般」のいずれかを入力する

記入上の注意
　※「県内生」とは、県内に住所を有する生徒、「県外生」とは、県外に住所を有する生徒とする。
　※令和７年５月１日現在の生徒等の現住所（住民登録の異動の有無に関わらない）により区分すること。
　※生徒が寄宿又は下宿している場合は、その寄宿（下宿）先の住所により区分すること。
　※外国人留学生については、住所に係わらず、「留学生」として、別に記入すること。
　　その合計は、「８）外国人留学数」シートの人数と一致すること。
　※行が足りない場合は適宜追加すること。

小計

小計

合計

専ｰ４



学校整理番号 803 学校名

７．入学時納付金等情報

今年度 前年度 今年度 前年度 今年度 前年度 今年度 前年度

20000 20000

入学金 200,000 200,000

その他

200,000 200,000 0 0 0 0 0 0

授業料 980,000 980,000

施設費 150,000 150,000

実習費

その他

1,130,000 1,130,000 0 0 0 0 0 0

1,330,000 1,330,000 0 0 0 0 0 0

授業料 980,000 890,000

施設費 150,000 150,000

実習費

その他

1,130,000 1,040,000 0 0 0 0 0 0

授業料

施設費

実習費

その他

0 0 0 0 0 0 0 0

授業料

施設費

実習費

その他

0 0 0 0 0 0 0 0

【入力にあたって注意事項】
※「納付金」とは、学則に明記されていて徴収することができるものをいう。
（授業料や施設(維持)費等で学則に項目及び金額が明記されているもの。）

＊５学科以上ある場合、横に追記して作成すること。
＊「備考」欄には、授業料等の分割納入等の参考となるべき事項を記入すること。
　[例]授業料60万円は、半額を入学時に、残り半額を9月に納入。
＊「前年度」欄は、今年度からの変更がない場合には記入しないこと。

2

昼

３年目納付金計

４年目
経常月
納付金
（年額）

４年目納付金計

 　備　　　考

３年目
経常月
納付金
（年額）

修業年限

昼夜

検定料

入学時の
み徴収す
る納付金

入学時のみ徴収する
納付金⒜

１年目
経常月
納付金
（年額）

１年目経常納付金⒝

初年度納付金計
(⒜＋⒝）

２年目
経常月
納付金
（年額）

２年目納付金計

分野

　例えば、教材に使用する費用のものでも、「教材費　○万円」と学則に明記している場合は、納付金になるが、
学則上に明記していない場合には、納付金ではなく「その他の諸経費」として取り扱われる。
＊入学時のみ徴収する納付金の入学金以外の項目は額の高い順に2項目まで、青色部分に項目名を、黄色部分に金額を入力し、
3項目目以降は合算して「その他」に入力すること。
＊学科毎に入力すること。
＊同一学科内で納付金の項目、金額が異なる場合（コース毎や、一般と留学生向けで異なる場合等）は分けて入力すること。

成田航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校

課程

学科名

専門

エアラインビジネス科

商業実務

専ー７



２ 役員等名簿（令和８年５⽉１⽇現在） 学校法⼈名 翔陽学園

任期

＊任期： 3 年

寄附⾏為による年数を

記⼊すること。

年 ⽉ 年 ⽉

S 48 2 7 F 3 号 7 5 〜 11 5
S 32 6 10 M 1 号 5 5 〜 11 5
S 39 2 6 M 2 号 5 5 〜 11 5
S 37 3 12 M 2 号 7 5 〜 11 5
S 46 8 17 M 3 号 7 5 〜 11 5
S 54 4 15 F 3 号 7 5 〜 11 5 届出済

S 30 10 2 M 3 号 7 5 〜 11 5
号 〜

S 45 10 27 M 号 7 5 〜 11 5
S 48 1 14 M 号 7 5 〜 11 5

号 〜
号 〜
号 〜会計監査⼈

（置く法⼈のみ）

会計監査⼈
（置く法⼈のみ）

ｵｵｸﾎﾞ ﾏｻｷ
ﾊｼﾓﾄ ﾊﾅｴ
ｼﾅｼﾞ ﾄｼｱｷ

⽣年⽉⽇

年 ⽉ ⽇

会社員

役
員
を
兼
任
し
て
い
る

学
校
法
⼈
名

合計額
（円）

校
数

千葉県知事所轄
の学校

から⽀給された
昨年度教職員給

与

学
校
・
園

で
の
職
名

元
号

監事 森⽥ 充俊 ⾮常勤 成⽥市御所の内1-7 会社員
監事 花⽊ 博章 ⾮常勤 ⼩⾦井市本町5-13-12-801 会社役員ﾊﾅｷ ﾋﾛﾌﾐ

ﾓﾘﾀ ﾐﾂﾄｼ

理事 品地 敏明 ⾮常勤 佐倉市⽩銀1-1-7 本学職員

理事 橋本 花恵 ⾮常勤 成⽥市橋賀台2-21-5-509 会社員
理事 ⼤久保 真樹 ⾮常勤

理事 森⽥ 誠⼀ 常勤 柏市若柴5-50 本学職員

理事 ⾼⽯ 恵⼀ ⾮常勤 佐倉市上座558-26 本学職員

ﾓﾘﾀ ｾｲｲﾁ
ﾀｶｲｼ ｹｲｲﾁ

理事 ⼭村 毅 常勤 浦安市⽇の出1-4-H801 本学職員ﾔﾏﾑﾗ ﾂﾖｼ
理事⻑ 松永 弥⽣ ⾮常勤 ⼋千代市村上南1-18-1 会社役員

住所 職業

千葉県知事
所轄学校法
⼈から⽀給
された昨年
度役員報酬
額（円）

役職名
⽒名

（漢字）

常
勤
・
⾮
常
勤

の
別

寄
附
⾏
為
に
よ
る

選
任
区
分

性
別

⽒名
（半ｶﾅ）

ﾏﾂﾅｶﾞ ﾔﾖｲ

役
員
等
変
更
届

届
出
状
況

・寄附行為の「○年以内に

終了する（略）」の○の数

字を記入

・半角カタカナで入力

・姓と名の間は半角

スペースを１つ入力

・大正：T、昭和：S、

平成：H

・男：M、女：F ・令和７年５月１日現在就任の

役員等に係る状況を選択

法ー２



学校法⼈名 翔陽学園
３ 評議員名簿（令和８年５⽉１⽇現在）

4 年
寄附⾏為による年数を記⼊すること。

1 63 1 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
2 67 1 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
3 60 1 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
4 30 2 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉ H 27
5 30 2 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉ H 27
6 60 3 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
7 59 3 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
8 53 3 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
9 52 3 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
10 52 3 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
11 52 3 号 7 年 5 ⽉ 〜 11 年 5 ⽉
12 号 年 ⽉ 〜 年 ⽉
13 号 年 ⽉ 〜 年 ⽉
14 号 年 ⽉ 〜 年 ⽉
15 号 年 ⽉ 〜 年 ⽉
16 号 年 ⽉ 〜 年 ⽉
17 号 年 ⽉ 〜 年 ⽉
18 号 年 ⽉ 〜 年 ⽉

職業

中⽥ 浩三 本学職員
⼤野 広⼀ 本学職員

⽒名 年齢
寄附⾏為
による
選任区分

任期
＊任期：

⽯井 美帆 本学職員
林 真太 会社員 印⻄市⻄の原4-4-73年度
⽊内 梨花 会社員
⻘⼾ ⼀登 会社員

我孫⼦市天皇台8-1-1-402
成⽥市不動ヶ岡95-2

年度
年度

根本 修 会社員
佐藤 ⼤ 会社員

千葉市中央区千葉寺648
⿅嶋市神野3-1-6

年度
年度

江畑 邦雄 会社員
浦川 研治 会社員

成⽥市飯⽥町129-174-410
成⽥市加良部1-7-2-104

年度
年度

斎藤 瑞穂 会社員 成⽥市加良部2-10年度
年度
年度
年度
年度
年度
年度
年度

住所
私⽴学校法第62条第3
項第2号の評議員の

卒業年度
千葉市稲⽑区稲⽑町5-1805
富⾥市⽇吉台4-20-22
成⽥市⽟造6-17-4

年度
年度
年度

・寄附行為の「○年以内に

終了する（略）」の○の数字

を記入

法ー３




